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53
三重の木の椅子展４

～ 木工作家が発信する三重の木の魅力 ～

三重の木の椅子展実行委員会

実施時期 令和６年11月

実施場所 三重県立美術館 県民ギャラリー

時間 ４日間

人数 出展者30組36人、来場者

備考 2年に１回開催、今回４回目

めざす姿 仲間と活動する（ 親しむ、 興味・関心をもつ、 違いに気づく、

地域の課題に目を向ける、 地球の課題に目を向ける、 課題解決への参画、 行動を起こす）

ねらい 三重の木でできた椅子を通して、生態系のリズムにあった心豊かな生活文化を発信する

内容

・出典者募集：三重の木を使った椅子づくりに取組む木工作家を募る
・展示：三重の木でできた椅子を見て、触れて、座ることで、木の肌触りや木の椅子の良さを体感する場をつ
くる
・パネル展示：地元に生える木を切りだし、家具に加工していく様子を紹介したパネルを通して、地元で育っ
た木を使うことで生まれるストーリーや、その木を使うことの意義について発信する
・トークショー：作家との会話やトークショーを通して、地元で育った木を使う意義や手仕事でできた道具の
ある生活文化について一緒に考える仲間を増やす

来場者
の反応

• いろんな展示会がありますが、こんなに作品や作家と向き合える展示会はめずらしいと思い
ます。

• 作家さんの作った椅子に座ったりして、ゆっくりと作品を見ることができました。

主催者の
コメント

• この展示会は、プロの木工作家だけでなく、アマチュアの作家も出展してもらっているので、
会場の雰囲気もアットホームで、楽しみながら開催することができました。

• 来場者の滞在時間も比較的長く、作家との会話や来場者同士のネットワークが広がった展示
会だったと思います。

• 出展者の中には、初めて針葉樹を使った作品づくりに挑戦した人もいましたが、これをきっ
かけに、来場していただいた方も作家も地元の山の木の活用に関心をもっていただければと
思います。
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出典作家による集合写真

三重の木の椅子の展示の様子 作家によるトークショーの様子

めざす年代ごとの姿（育成する資質・能力）

12 仲間と活動する


